
自
治
が
動
き
出
す

安
保
法
制
を
め
ぐ
る
動
き
の
な
か
で
、

と
り
わ
け
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
若

者
た
ち
に
よ
る
「
路
上
」
か
ら
の
訴

え
で
し
た
。「
民
主
主
義
」
の
新
し

い
潮
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
路
上
の
民

主
主
義
を
考
え
ま
す
。（
本
誌
二
二
頁
）

﹁
路
上
﹂の

﹁
民
主
主
義
﹂と﹁
自
治
﹂

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
が
進
み
、
独

占
さ
れ
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

を
、
市
民
や
自
治
体
が
担
う
可
能

性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
自
治
す
る
動
き
を
レ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。　
　
（
本
誌
二
九
頁
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
も

自
治
す
る
時
代
へ
！

東
日
本
大
震
災
で
最
大
の
被
害
を
受
け
た

宮
城
県
石
巻
市
で
、
被
災
地
で
は
最
大
規

模
と
な
る
集
団
移
転
地
の
「
ま
ち
び
ら
き
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
復
興
に
向
け
て
本
格

的
に
動
き
出
す
新
し
い
ま
ち
ま
で
の
み
ち

の
り
と
こ
れ
か
ら
。　
　
　
（
本
誌
三
五
頁
）

宮
城
県
石
巻
市

新
し
い﹁
ま
ち
﹂が
動
き
出
す

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で
き

た
竹
田
市
が
、
フ
ェ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
を
活

か
し
た
感
動
の
交
流
と
は
？（
本
誌
四
一
頁
）

大
分
県
竹
田
市

グ
リ
ー
ン
か
ら
フ
ェ
ア
へ

各
地
で
問
題
が
顕
在
化
し
て

い
る
「
空
き
家
」
で
す
が
、

そ
の
解
決
に
む
け
て
、
自
治

体
や
事
業
者
、
専
門
家
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
構
成
し
て
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
枠
組
み
で
取
り

組
む
鶴
岡
市
か
ら
の
レ
ポ
ー

ト
で
す
。（
本
誌
四
六
頁
）

山
形
県
鶴
岡
市

空
き
家﹁
問
題
﹂を

﹁
自
治
の
契
機
﹂へ

強
権
的
な
国
政
の
動
き
に
ノ
ー
を
突
き
つ
け
、

身
近
な
政
策
課
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
そ
し
て
震
災
復
興
へ
と

確
実
に
歩
み
出
し
て
い
る
自
治
の
現
場
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

1 2016 
vol.58 no.676

北海道名寄市〈ふうれんソフト大福〉

これでいいのか、マイナンバー制度

自治が動き出す

地域を支える人 古戸直美さん・輪島市交流政策部観光課

自治が動き出す

自治が動き出す

新しいまちの自治がはじまる
エネルギーの自治にむけて
路上の民主主義と自治の民主主義

農村回帰宣言市における持続可能な農村交流の取り組み
―地域資源の磨き上げによる「感動産業」の確立にむけて

それぞれの革新自治体（その五）

自治研センターの機関誌案内

次号予告・編集部から

牧田潤一朗

篠田　徹

川本　淳＋長谷川たかこ

保原和成

山﨑求博

五野井郁夫

後藤祥司

発掘！地域の
希望のタネ

焦点

特集

グラビア

地域包括ケア
の現場力

連載

自治研
チャレンジ
サポートの
ススメ

宮城自治研に
向けて

5

6

10

1

8

73

72

「自治研チャレンジサポート」ご存知ですか？

自治労静岡県本部

山形県本部米沢市職労青年部

自治研中央推進委員会での議論が進んでいます！

在宅医療の推進と自治体の取り組み
生活を支援するしくみづくりと保健師

石黒みどり

大澤由香

対談

インタビュー

69

70

71

54

61

16

35

29

22

41

官民連携の自治による空き家活用 白井　覚 46

79

80

〈いりこめし〉高松市職員連合労働組合 池内啓司給食のじかん

『月刊自治研』を読む●13

著『地方創生の正体 なぜ地域政策は失敗するのか』山下祐介
金井利之 前田　藍書評

さき咲き
コラム 葬儀屋の服装はやめてカラフルに 江崎　孝 52

68


